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認証･登録の範囲

事業活動：建設業（土木、舗装工事、電気工事）

事業所　 ：本社 茨城県坂東市辺田1172‐29

　　　 ：小山事業所（資材置場）　茨城県坂東市小山716

：六本木オフィス 東京都港区六本木5-18-19ｸﾞﾗﾝﾒｰﾙ六本木205号室

：研究学園オフィス 茨城県つくば市研究学園5-4-4B-CUBE B号室

　　全ての事業活動、事業所を認証・登録の対象にしております。
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Ⅰ-認証･登録の範囲



1 事業所名及び代表者名

倉持建設工業株式会社

代表取締役　倉持好弘　

2 所在地

本社　 茨城県坂東市辺田1172‐29
小山事業所（資材置場）　茨城県坂東市小山716
六本木オフィス 東京都港区六本木5-18-19ｸﾞﾗﾝﾒｰﾙ六本木205号室
研究学園オフィス 茨城県つくば市研究学園5-4-4B-CUBE B号室

3 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者 : 倉持健一
連絡先 : TEL 0297-47—5535

: FAX 0297-47-5560

4 事業内容

建設業（土木工事、舗装工事、電気工事）

5 事業規模

平成
19年度

平成
20年度

39期平成
21年度

40期平成
22年度

41期平成
23年度

41期平成
24年度

42期平成
25年度

43期平成
26年度

44期平成
27年度

45期平成
28年度

46期平成
29年度

47期平成
30年度

48期令和
31年度

49期令和
2年度

50期令和
3年度

5１期令
和4年度

81 53 51 54 45.7 45.7 73.9 71.6

102.6 99.2 174.2 262 269.9 482.5 636.4 356

6 7 5 5 6 6 6 8

9 9 9 11 15 22 22 20

63.2 63.2 63.2 63.2 63.2 63.2 63.2 63.2

63.2 63.2 63.2 63.2 63.2 63.2 63.2 63.2

200 200 200 200 200 200 200 200

200 200 200 200 200 200 200 200

1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658

1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658
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㎡

従業員

床面積
（本社事務所）

資材置場敷
地面積

Ⅱ-事業活動の概要

活動規模 単位

売上高

床面積
（倉庫）

百万円

人

ｍ2

㎡



改定　令和5年2月7日

倉持建設工業株式会社
代表取締役　倉持好弘

　Ⅲ．事業活動に適用される環境関連法令等について、遵守していきます。

　Ⅳ．地域、業界に対してボランティア精神で積極的に参加します。

　Ⅴ．環境方針、環境目標及び必要な環境問題、環境対策等について理解を深めるため、
　　　従業員教育を積極的に実施します。

作成　平成20年10月1日

　Ⅱ．経営における課題とチャンスを踏まえ、環境経営の継続的改善に取組みます。

Ⅲ-環境方針

環　境　方　針

環　境　理　念

　当社は、総合建設業（土木工事、舗装工事、電気工事）として、次世代への環
境負荷を軽減する為に、現在から企業活動における環境保全に配慮し地域社会、
地球規模の環境問題に可能な限り貢献してまいります。

環　境　方　針

　Ⅰ．環境負荷の軽減を図る為に、以下の事項について取組みます。

　　　ⅰ）電気、車輌及び重機の使用による二酸化炭素の排出量を抑制します。

　　　ⅱ）建設廃棄物のリサイクル向上を推進します。

　　　ⅲ）工事に伴う建設資材のグリーン化を推進します。

　　　ⅳ）水資源使用の低減に努めます。

　　　ⅴ）騒音、振動及び粉塵の発生抑制に努めていきます。



◇業務内容◇
・環境管理の統括

◇業務内容◇ ◇業務内容◇
・現場施工及び管理 ・各種データの収集及び整理
・マニフェストの発行及び確認 ・事務所内での環境活動
・環境配慮品の調達
・各現場での環境活動
・各協力会社への指導

・認証範囲外
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倉持建設工業株式会社
代表取締役　　倉持　好弘

Ⅳ-エコアクション２１組 織 図

エコアクション21運用組織図

代表取締役

環境管理責任者
倉持 健一

工事部門長
倉持 健一

事務部門長
増田 治子

小山事業所 ※資材置場

協力会社



目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値
目標・実績 65 60 60 55
対基準年改善率 79％減 81%減 81％減 82％減
目標達成率
（参考値）総量kＷh

目標・実績 50 25 45 40
基準年実績に対す
る改善率

88％減 94％減 89％減 93％減

目標達成率
（参考値）総量Ｌ

目標・実績 40 44 40 40
対基準年改善率 80％減 76％減 80％減 80％減
目標達成率

（参考値）総量Ｌ

目標・実績 250 194 220 220
基準年実績に対す
る改善率

85％減 88％減 87％減 87％減

目標達成率
（参考値）総量㎏-CO2

目標・実績 50 8 30 30
対基準年改善率 5％減 85％減 44％減 44％減
目標達成率

（参考値）総量㎏

65 〇△× 目標・実績 分別遵守 〇 分別遵守 分別遵守 全部門

目標・実績
部門別の文
書類を整理

継続して進
めている。

目標達成率

※購入電力の二酸化炭素排出量の算出の基になる排出係数は、2021年度東京電力の0.452㎏-CO2/kWhとしています。
※化学物質の使用はありません。49期よりグリーン購入目標を廃止し、経営における課題とチャンスへの取組目標を追加した。
※混合廃棄物削減目標の指標は総量削減から51期からは売上高原単位に変更した。
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二酸化炭素排出量の
削減

1,600⇒
1,636

㎏-CO2/百万円

一般廃棄物リサイクル
率の向上／49期より分
別の遵守

文書管理の整備 ― ―

全部門
129

69,096

ガソリン使用量の削
減

184 L/百万円 全部門
90

15,751

軽油使用量の削減 413 L/百万円 工事部門
201

8,874

電気使用量の削減 312 kＷh/百万円 全部門
109

21,203

中期環境目標（Ⅵ期）
Ⅴ-環境目標とその実績

目標項目 目標値
関係
部門目標項目

基準
平成19年度

実績
単　位 区分

51期（令和4年度）
（R4年3月～R5年3月）

52期（令和5年度）
（R5年4月～R6年3月）

53期（令和6年度）
（R6年4月～R7年3月）

全部門

混合廃棄物の削減
令和3年度

実績
53.0

KG/客万円 工事部門
640

2,780

100



1 電気使用量の削減

2 軽油使用量の削減

3 ガソリン使用量の削減

4 二酸化炭素排出量の削減

★電気、軽油、ガソリンの達成手段に依存しているため、個別の施策は無い。

5 混合廃棄物の削減

★更なる分別の徹底

6 一般廃棄物リサイクル率の向上　

★更なる分別の徹底

7 文書管理の整備

★事業上の文書管理の問題点整理
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Ⅵ-環境活動計画

★今後も人及び資材を効率よく運ぶ改善を計画する。

★無駄な電気の使用は行わないなど今までの活動を継続する。

★今後も人及び資材を効率よく運ぶ改善を計画する。



評価結果　○：目標達成　△：目標達成率９０％以上　×：目標達成率９０％未満
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Ⅶ-環境活動の取組み結果とその評価
･次年度の取組み内容

電気使用量の削減
（売上高原単位）

評価結果
○△×

評価

売上が前年比急減し、電気使用量は若
干増加したが、基準年比８１％もの大
に減少し且つ、１０９％の目標達成率
を実現した。

目標項目

○

次年度の取組み内容

今後も売り上げ増加が見込
まれる中で、本社の移転、
営業所の統廃合が計画され
て使用量については様子を
見ていきたい。

ガソリン使用量の
削減（売上高原単
位）

売上が前年比急減し、ガソリン使用量
は横ばいであったが、基準年比７６％
もの大幅に減少したが、９０％の目標
達成率となった。

〇

△

※坂東市と災害協定により、災害時における建設機械の貸出、復旧作業へのボランティア参加につ
いて締結しています。

混合廃棄物の削減
混合廃棄物は極力混合にならないよう
廃棄物の種類ごとに分別をし、目標達
成率６４０％を達成した。

○

燃費の良い車に買い替えを
進めてきた。これらのエコ
ドライブを徹底していきた
い。

引続きエコドライブを徹底
する。

軽油使用量の削減
（売上高原単位）

売上が前年比急減すると共に、軽油使
用量も半減以下となり、基準年比９
４％もの大幅に減少し且つ、２０１％
の目標達成率を実現した。。

※環境教育として環境目標達成、廃棄物対策、労働安全について積極的に取り組んでいます。

※水資源の使用はごく少量のため、目標とはせず、「環境基礎データ」として月毎に測定結果を確
認し、また周知済の「取組内容の啓発・徹底」を実施するなど、定期的な監視活動を行っていま
す。

二酸化炭素排出量
の削減（売上高原
単位）

売上が前年比急減すると共に、二酸化
炭素排出量は２８％減少し、基準年比
８８％もの大幅な目標の減少しとなり
且つ、１０９％の目標達成率を実現し
た。

課題とチャンスへ
の取組み

社内文書が増え、検索などの効率性を
高め、正確な文書の活用を行うため文
書番号を付け管理を始めた。

引続き同テーマに関し具体
的な課題を設定し活動を進
める。

工事の種類に左右されるが
今後もできるだけ現場にお
いて分別を徹底し、排出量
削減と処理費低減につなげ
ていきたい。

〇

〇

〇
坂東市の分別基準に従い一
層の分別の徹底、排出量の
削減をする。

電気などの化石燃料使用に
関する施策が反映される。

一般廃棄物リサイ
クル率の向上

分別を徹底し、リサイクル向上に向け
た取組みを行った。



◆過去3年間、訴訟、違反などの指摘はありません。

◆事業活動に適用される環境法令等の遵法性は、当社の評価結果により

　適切であることを確認しました。

◆下記は当社の事業活動に関連する主な環境に関する法令を示したものです。

法令名称 主な該当する活動 評価項目 遵法性

□委託契約状況 〇

□委託先の確認状況 〇

□マニフェストの照合結果の適切性 〇

□マニフェスト年間発行状況の報告の有無 〇

□マニフェストA、B2、D,E表の５年間保存 〇

□届出状況の確認（届出書類確認） 〇

□再資源化実施状況 〇

□完了報告の実施状況 〇

□技術管理者の選任状況 〇

□標識の設置状況 〇

□苦情などの有無 〇
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主な適用法令・条例・協定等

Ⅷ-環境関連法規等遵守評価
　　及び違反・訴訟等の有無

建設工事に係る再資源化の実施
（コンクリート塊、廃木材、ア
スファルト・コンクリートの９
５％以上）

産業廃棄物の排出廃棄物処理法

建設リサイクル法



変更の必要性　　　　　有　　　　　　○無

環境方針

変更の必要性　　　　〇有　　　　　　　無

変更の必要性　　　　〇有　　　　　　　無
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【指示事項】

【指示事項】

売上が急減する中、体制変更が計画され、実施される中、適切な目標設定
と達成に向けた取組を行うこと。産業廃棄物削減に伴う混合廃棄物の削減
は今回目標に対する達成度は640％で目標管理する意味のある活動にする
検討をしたい。

①目標の達成度及び
　環境活動計画の実施状況

②法令等の遵守状況

③問題点の是正処置及び予防処置
の結果

④外部からの苦情等の受付結果

⑤法令等の動向

Ⅸ-代表者による全体評価と見直しの結果

環境管理責任者のコメント

遵守評価の結果、全てに遵守を確認した。

環境管理責任者から
提供された情報

代表者から
の環境管理
責任者への
指示事項

環境目標

体制、Ｅ
ＭＳのそ
の他の要

素

売上げは、前年６３６百万円と３５６百万円と急減しています。
売上高原単位の指標として目標を設定している「電気」「軽油」
「ガソリン」及び「二酸化炭素」の各削減は、引続き軒並み基準
年比大幅に改善し、目標についてもガソリンを除き大きく達成し
ました。
「課題とチャンスへの取組み」は、事業規模の拡大を背景とした
社内文書の増加及び工事現場が物理的に離れていることから、必
要な文書類が容易に検索、活用できる体制の構築として文書番号
などを体系化する取組み、当初の期待した成果を上げつつありま
す。

是正処置の対象となる事象は無かった。

今後も、「法令の遵守」と「法令の改定」については的確に監視
し対応していく。

苦情無し。

事業拡大に伴う「人、物、金の対応」、「社内管理体制の強化」
及び「リスク管理」についても順次進めていく。

事業拡大に伴う「人、物、金の対応」、「社内管理体制の強化」及び「リ
スク管理」についても順次進めていく。

⑥その他のＥＭＳに関する問題点

現在の方針を継続する。

【指示事項】


